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本資料は，D-1トレンチで掘削したボーリングのうち，補正書（令和5年8月31
日提出）に掲載した断面図においてK断層の分布に係る10孔のボーリング孔
を対象に取りまとめたものである。

ボーリング柱状図は，ボーリング掘削後のボーリングコアの肉眼観察のみに
よる観察結果として取りまとめたものであり，一般社団法人全国地質調査業
協会連合会社会基盤情報標準化委員会の「ボーリング柱状図作成及びボー
リングコア取扱い・保管要領（案）・同解説 平成27年6月」に基づき，コア観
察カード，コア写真等に基づき作成している。

なお，K断層の破砕部のデータ（ボーリングコアの詳細観察結果，薄片観察
結果，断層岩区分の総合評価）については，資料２に取りまとめている。
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⽬次

断面図 孔名 頁

断面Ａ H24-A-11 11

断面Ｃ
H24-E-2 15

H24-E-1 19

断面Ｆ

H24-H-6-1 23

H24-H-3 25

H24-H-4 27

H24-H-5 29

H24-H-6 31

断面Ｉ
H24-H-13 33

H24-H-14 36

D-1トレンチ調査位置図（赤枠：対象ボーリング孔）
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2.1.1 地層の層相及び分布 Ｄ－１トレンチ内の断面図 （断面A-A'）
第1202回審査会合

資料1-1 修正

11.81m：
N5W, 89W
幅181cm
80R, 逆センス
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2.1.1 地層の層相及び分布 Ｄ－１トレンチ内の断面図 （断面C-C'）
第1202回審査会合

資料1-1 修正

8.44m：
N21W, 71W
幅111.7cm,
55R, 逆・右ズレ

13.46m：
N33W, 60SW
幅224.3cm
53R,逆・右ズレ

2-1_-：
N1W, 69W
幅40cm
78R, 逆センス
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2.1.1 地層の層相及び分布 Ｄ－１トレンチ内の断面図 （断面F-F'）
第1202回審査会合

資料1-1 修正

H-6-1_9.58m：
NS, 64SW
幅41.7cm
61R, 逆センス

H-3_5.39m：
N36W, 59SW

H-6 _10.50m：
N23W, 52W
幅33.2cm
75L,逆センス

H-4_3.87m：
N48W, 58W
90

H-5_0.24m
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2.1.1 地層の層相及び分布 Ｄ－１トレンチ内の断面図 （断面I-I'）
第1202回審査会合

資料1-1 修正

H-14_4.93m：
N3W, 55W
幅165.2cm
50R, 逆・右ズレ

H-13_8.89m：
N10W, 72W
幅52.2cm
50R, 逆・右ズレ
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割れ目
の状態

コア
形状

硬軟

Ag Bg Cg Dg Eg

ag

Ⅰg B’ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅱg B’ CH’ ‐ ‐ ‐

Ⅲg ‐ CH’ ‐ ‐ ‐

Ⅳg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅴg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

bg

Ⅰg B’ B’ CM’ CL’ ‐

Ⅱg CH’ CH’ CM’ CL’ ‐

Ⅲg CH’ CH’ CM’ CL’ ‐

Ⅳg ‐ CM’ CM’ CL’ ‐

Ⅴg ‐ CL’ CL’ CL’ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｃg

Ⅰg ‐ CH’ CM’ CL’ D’

Ⅱg ‐ CM’ CM’ CL’ D’

Ⅲg ‐ CM’ CM’ CL’ D’

Ⅳg ‐ CM’ CL’ CL’ D’

Ⅴg ‐ CL’ CL’ CL’ D’

Ⅵg ‐ ‐ ‐ D’ D’

dg

Ⅰg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅱg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅲg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅳg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅴg ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

Ⅵg ‐ ‐ ‐ D’ D’

・岩級区分

■柱状図で用いている記号の凡例を以下に示す。

Ag 極めて硬質。ハンマーで澄んだ金属音がする。

Bg 硬質。ハンマーで金属音がする。

Cg 中硬質。ハンマーで多少濁った音がする。

Dg 軟質。ハンマーで濁音がする。

Eg 極めて軟質。ハンマーで著しく濁った音がする。

Ⅰg 50cm以上の長柱状

Ⅱg 20cm以上50cm未満の長柱状

Ⅲg 10cm以上20cm未満の柱状

Ⅳg 3cm以上10cm未満の岩片状～短柱状

Ⅴg 1cm以上3cm未満の岩片状

Ⅵg 1cm未満の土砂状

ａg 密着，新鮮

ｂg 酸化鉄付着

ｃg 細粒物質を挟む。

ｄg 割れ目として認識できない。

・硬軟

・コア形状

・割れ目の状態

・風化

α
非常に新鮮である。造岩鉱物の変質はまった
くない。

β
新鮮である。有色鉱物の周辺に赤褐色化があ
る。長石の変質はない。

γ
弱風化している。有色鉱物の酸化汚染がある。
長石の部分的な変質（白色化）がある。

δ
風化している。有色鉱物が黄金色あるいは周
辺が褐色粘土化している。長石の大部分が変
質している。

ε
強風化している。石英および一部の長石を除
きほとんど変質し原岩組織は失われている。

1 非変質 肉眼的に変質鉱物の存在が認められないもの。

2 弱変質
原岩組織を完全に残し，変質程度（脱色）が低いもの。あるいは非変質部の割合が高いもの
（肉眼で50%以上）。

3 中変質
肉眼で変質が進んでいると判定できるが，原岩組織を明らかに残し，原岩判定が容易なもの。
または，非変質部を残すものおよび網状変質部。

4 強変質 構成鉱物，岩片等が変質鉱物で完全置換され，原岩組織を全く～殆ど残さないもの。

・変質
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・破砕度区分

区分 模様 詳細

Hc-1
粘土状部。
粘土及びシルトを主体とし，少量の砂及び礫を伴う。粘土化が進み全体に軟質化して
いる。

Hc-2
礫混じり粘土状部。
粘土及びシルトの基質中に礫状ないしレンズ状の岩片を含む。基質及び礫は粘土化
が進み軟質化している。

Hb
礫質粘土状部，粘土質礫状部，礫質砂状部。
礫を多く含み，基質は粘土，シルト及び砂からなる。基質は粘土化が進み軟質化して
いるが，礫は比較的新鮮で硬い。

Hj

粘土混じり礫状部，粘土混じり岩片状部，粘土質岩片状部，砂混じり岩片状部。
粘土及びシルトを挟む割れ目が発達し，全体に脆い。岩片は比較的新鮮で硬いもの
から，やや粘土化が進み指圧で砂状化するものまである。網目状の粘土細脈が発達
することがある。
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18.00m0.00m
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35.00m18.00m
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18.00m0.00m
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18.00m0.00m
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0～9mノンコア
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18.00m0.00m
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